
の開催となりました。ふれあい訪問では、直接の訪

問は極力さけて、電話での近況伺い等を主に行い

ました。また、個別支援活動では、お困りごとを電

話でお聞きし、依頼箇所では、やはり直接に本人

には会わないように工夫しご依頼に応えて来まし

た。 

この間、コロナウイルス感染症防止に細心の注

意を払われ、これらの活動に参加された高齢者の

方々や多くのボランティアに、年度の最後にあたり

感謝申し上げます。２０２１年度は、コロナに打ち勝

ち、私たちみんなが、普段の生活に戻れる年にな

るように願うばかりです。  

大和原 

思えばちょうど1年前、公立小中高校の

休業が始まり新型コロナウイルス感染症が

話題になっていました。この1年間コロナで

振り回されましたが、やっとワクチン接種が

現実的になってきた今日この頃です。でも

当分、前と同じ生活には戻れないようです。

地域活動も未だ元に戻らず、不自由をきた

していますが、花はいつものように咲き始

め、自然は元気を取り戻しています。「病は

気から」、精いっぱい元気に外歩きなど始

めて、新しい生活に順応したいものです。 

今年度の社協会費は次のとおり納入され、 

地区社協へ907,200円の配分金がありました。 

皆様のご協力に厚くお礼申し上げます。  

(イラストは坂上の夢耕作氏によるものです)  

自治会名 納入金額(円) 自治会名 納入金額(円) 
公所 250,200 山王原上 111,010 
つきみ野 915,000 山王原 206,600 
市営つきみ野住宅 5,000 長堀 173,100 
つきみ野スカイハイツ 30,000 大和原 82,500 
山谷 67,800 モアステージ大和 52,800 
コトーつきみ野 36,000 ダイアパレス鶴間 45,000 
宿 80,400 オハナ鶴間ガーデニア 64,200 
さつき 37,600 

地 区 合 計 2,253,500 
坂上 96,300 

12月５日(土)

13時 か ら14時

30分 ま で、つ き

み野生鮮市場で

募金活動を行い

ました。小雨の降

る寒い日でした

が、 お子さん連れのご家族や、わざわざ立

寄って募金してくださる方もいらっしゃいまし

た。募金額は8,793円になりました。ありがと

うございました。  
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第 77号 (1) (4) 第 77 号 令和3年3月15日 令和3年3月15日 

下鶴間つきみ野地区社協だより 発行兼編集 

大和市下鶴間つきみ野地区 
社 会 福 祉 協 議 会 

 会 長  濱 田  和 博      
事 務 所 

大 和 市 下 鶴 間2516-2 
大和市コミュニティセンター 

下鶴間会館内  
電 話 (046)276-3407 

社協のマークです 

福祉の心を育てよう 

住民が身近な地域の福祉問題を考え、その

解決のために活動するボランティア組織として、

大和市内11地区に「地区社会福祉協議会」

（地区社協）があります。当地区社協は、昭和

54年に大和市で最初の地区社協として設立さ

れ、地域の自治会や民生委員児童委員・老人

会・青少年関係団体・社会福祉施設など多くの

関係者で構成されています。活動費は、地区の

自治会等が市社協に納入された社協会費から

の配分金を充てています。 

大和市内の地区社協 

地区社協が取り組んでいる活動は、実に多く

の住民（ボランティア）の皆さんの参加によって

進められています。活動内容は、地区社協によっ

て様々ですが、当地区社協では、ひとり暮らし高

齢者の訪問活動や交流会、高齢者のためのサ

ロン活動、障がい者施設との交流、日常的な

ちょっとした困りごとに対する支援活動など幅広

い活動をしています。 子どもを対象としたイベン

ト、福祉バザー、敬老の集いなどは地域の学校、

幼稚園・保育園の協力もいただいております。 

令和２年度を振り返って 
下鶴間つきみ野地区社会福祉協議会 

会長   濱田  和博  

皆様、日頃より地域福祉活動にご理解、ご協力

を賜り御礼申し上げます。 

２０２０年度は、当初から新型コロナウイルス感染

症が猛威を振るい翻弄される１年でした。自粛、自

粛を強いられて皆様の生活様式も一変、規制のか

かった生活を余儀なくされました。 

このような疫病の大流行は過去にも１９１８年か

ら１９２０年にスペイン風邪が世界に蔓延し、当時

の日本でも人口の半分以上が感染したという戦

（おのの）いた歴史があります。  

さて、地区社協の１年間の活動報告ですが、２０

２０年の春先のお花見会から福祉バザーや敬老の

集いと大きな事業が中止となりました。その中で

「ミニサロン・ふれあい訪問・個別支援活動」では、

それぞれに開催のご要望もあり、市社協から示さ

れたコロナ禍の下での事業運営ガイドラインに沿

い、事業を制限、縮小しながら、地域の高齢者に寄

り添った活動をして参りました。 

 ミニサロンでは、開催の回数や時間を減らし、

飲食はなくし、会場ではコロナウイルス感染防止策

を講じ、飛沫防止のビニールシートを施したりして



今話題のＳＤＧ’ｓって何？ 地域活動に関係あるの？ 
～地域で取り組むSDG’s(持続可能な開発目標)～ 

SDGsは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、2015年9月の国

連サミットで採択され、国連加盟193か国が2016年から2030年の15年間で達成すべき目標として掲

げています。国としての目標ですが、中には地域で努力し、積み上げていかないと達成できない目標もあり

ます。現在、多くの小学校でも取り組みが始まっています。17の目標のうち、私たちの地域でも取り組むべ

き目標は何か、考えてみたいと思います。 

当地区社協が 

神奈川県知事表彰を頂きました  

第 77号 (3) (2) 第 77 号 令和3年3月15日 令和3年3月15日 

エスディジーズ 

私とボランティア 

1 貧困をなくそう 
地域で進行する見えない貧困、こども

の貧困、障害者や高齢弱者など脆弱層

の貧困を考えましょう。 

2 飢餓をゼロに 
飽食の時代の反面、こども食堂が必要

だったり、フレイル（虚弱）高齢者、セル

フネグレクトの高齢者が懸念されます。 

5 ジェンダー平等を実現しよう 
男女平等が推進されていますが、まだ

まだ残る不平等を払しょくする努力が

望まれます。 

7  エネルギーをみんなにそしてクリーンに 
福島原発事故後、火力発電が増え、再生

可能エネルギーがあまり増えません。太陽

光など家庭でもできることがあるはずです。 

8 働きがいも経済成長も 
環境に配慮しつつ労働生産性の高い

産業、ゆとりある働き方に変えていくこ

とが望まれます。 

9 産業と技術革新の基盤をつくろう 
奇しくもコロナでIT（情報技術）の活

用が推進しましたが、新しい技術を活

用した産業構築が望まれます。 

10 人や国の不平等をなくそう 
少子高齢化に伴う人口減少で、外国人

労働者の活躍が望まれます。地域での

受け入れ態勢を考える必要があります。 

11 住み続けられるまちづくりを 
女性、子供、高齢者、障害者、全ての人

に住みやすいまちになるよう、地域の私

たち全てが努力することが望まれます。 

12 つくる責任 つかう責任 
ゴミ問題は企業だけでなく、使う私たち

も含めてみんなで考え、リサイクルを実

践していく取り組みが望まれます。 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 
国や公共機関だけでは目標が達成でき

ません。地域の私たちも一緒になって効果

的な取り組みを進めることが望まれます。 


